
参考情報 
 

 

Industrie 4.0: オートメーションの未来に貢献するピルツ 

 

安全でスマート: 統合生産を目指して 

 

オストフィルダン、2016年11月– Industry 4.0は、生産プロセスで

インターネット技術の利用を通じて業界での競争力を確保し、より

柔軟で、効率的な生産環境を実現することを目指しています。

Industry 4.0を成功裏に導入するには、安全とセキュリティの連携、

制御機能の分散化が鍵となります。  

 

Industry 4.0、Internet of Things (IoT)、またはスマートファクトリー

という用語で表される動向は、設備と機械のネットワーク化を加速

しています。情報技術とオートメーションは密接に連結され、将来

的には高度にネットワーク化された産業が会社の付加価値を高め、

同時にコストも削減していきます。  

 

各企業がオートメーション展望を実現して、Industry 4.0 を実際に

導入するに従って、新たな安全の課題が発生しています。目指す生

産システムは、さまざまな人、IT システム、自動化されたコンポー

ネント、機械が関わる高度なネットワーク化構造です。その環境で

は、技術システムのコンポーネント間で活発に、時には瞬時にデー

タや情報が交換されています。時にはコンポーネントが自律的に作

動し、付加価値チェーン全体に同時に多くの動作主体が関与します。  

 

成功に不可欠な安全 

安全の世界では、2 つの世界が衝突します。オートメーションの世

界が IT の世界に統合されます。2 つの世界では、安全に対する見
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解が大きく異なります。国際的に使用されている用語を見ると、機

械安全では「Safety」 (安全) で、IT とデータセキュリティでは

「Security」 (セキュリティ) です。これは、基本的な区別に役立ち

ます。ただし、課題は 2 つの世界のニーズを標準化して、適切かつ

実用的なソリューションを作成することです。新たな安全性目標に

は、生産データの保護、製品保護と盗作防止、ノウハウ保護、アク

セス保護、完全性保護、リモートメンテナンスなどがあります。  

 

機械内と機械間の通信に標準化された機構を作ることが、市場から

持続的に受け入れられるための原則の１つです。ユーザに受け入れ

られる実用的なソリューションは、2 つの世界の要求が考慮されて

いる場合のみ生まれます。 

 

メカトロアプローチによるオートメーション  

モジュラ化、ネットワーク化、およびますます小型化するサブファン

クションへの制御機能の分散化に伴って、Industry 4.0 イニシアチ

ブの新たな課題が発生します。  

 

生産要件の変化に柔軟かつ迅速に対応するため、設備と機械のモジュ

ラ化の重要性が高まっています。これに伴い、エンジニアリングプ

ロセスの簡素化も可能になり、個々のユニットの再利用性を高める

ことができます。それには、メカトロニクスユニットに集中的かつ

ユーザフレンドリな方法で分散化されたインテリジェンスを制御で

きるオートメーションシステムが必要です。これにより、設備は管

理しやすい独立機能ユニットに分解できます。  

 



    

 3/5 ページ 

 

現在使用されている集中型構成の PLC コントローラでは、モジュ

ラ化の利点をフルに発揮きません。個々の設備セクションに変更が

あると、制御システムの中心点にあるすべてのプログラム構造とモ

ジュール間の通信関係を修正しなければならないため、制御レベル

で不釣り合いに広範囲にわたる影響が生じます。  

 

そのため、将来のオートメーションには、制御機能を分散化できる

とともに、複数の制御システムをユーザ側で簡単にネットワーク化

できるソリューションが求められるのです。オートメーションシス

テム PSS 4000 およびリアルタイムイーサーネット SafetyNET p

により、ピルツは分散型制御構造の利点がすぐに得られる、モジュ

ラ式分散型アプローチを常に追及しています。 

 

分散型インテリジェンス 

将来的に、分散型システムのインテリジェントなセンサやアクチュ

エータがますます多くの機能を制御ユニットから引き継いでいきま

す。目標は、個々の機械モジュール間と人と機械の連携を向上させ

ることです。リアルタイムイーサーネットで同期的にリンクされた

安全モーションコントローラには、すでにローカルの制御と評価機

能が取り入れられています。ピルツは、3 次元安全ゾーン監視に対

応するインテリジェントカメラシステム、およびカメラベースの保護

および測定システムを開発して、この方向への準備も整えています。  

 

ピルツ生産現場の Industry 4.0 

ピルツの生産は、Industry 4.0 の理念に沿って上流と下流のプロセ

スと手順が統合されています。旧来の生産運用にも、インテリジェン

トな RFID 対応ワークピースキャリアなど、IT ベースの生産プロセ
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スがすでに備えられていました。これらのプロセスは採用されて、

段階的に補足されています。オストフィルダンにあるピーターピル

ツ生産物流センタでは、機械データを計画的に収集および処理し、

生産制御が最適化されています。これにより、中断やダウンタイムを

回避しています。将来的に作業マニュアルはピルツクラウドに保存

され、いつでもモバイル機器で最新かつリアルタイムで利用できる

ようになります。他の企業も IT と生産の収斂の実現に向けて取り

組んでおり、「Pilz Think Tank 4.0」に具体化されています。これ

は、Industry 4.0 をピルツで実装するリソースとして、IT と生産技

術の専門家が利用できるようになります。  

 

Industry 4.0 について 

Industry 4.0 イニシアチブは、ドイツ政府の 2020 年に向けたハイ

テク戦略の一環です。Industry 4.0、すなわち産業の統合に関する

検討では、生産性、柔軟性、および設備と機械の可用性に対する要

望がますます高まっていることが特徴です。国際的な競争に勝つた

めに、業界はリソースの消費を抑えながらも、できるだけ効率的に

個々の製品を製造できる設備と機械を求めています。インターネッ

ト技術を利用して、工場での生産と物流プロセスがこれまでになく

インテリジェントになっていますが、複雑性も増しています。生産

では、個別に情報を交換し、動作を引き起こし、相互に制御する、

インテリジェントな機械、倉庫システムおよび機器を備えた、サイ

バフィジカル生産システム (CPPS) が導入されつつあります。生産、

エンジニアリング、資材の使用、サプライチェーンおよびライフサ

イクル管理の面で産業プロセスを最適化できます。  
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文字数:6.140 

 
 

キャプション: 

「安全は、Industry 4.0 成功の鍵です」

と、Pilz GmbH & Co. KGのマネージン

グパートナー、Susanne Kunschert

はコメントしています。 

 

写真:Pilz GmbH & Co. KG 

 キャプション: 

モジュラ化と制御機能の分散化は、

Industry 4.0の要件に適合するオート

メーションシステムで求められる2つ

の重要な要素です。 

写真:Pilz GmbH & Co. KG 

テキストと写真を、www.pilz.de からダウンロードしてご覧いただけます。  

Pilz GmbH & Co. KG 

ピルツは、世界各地に 2,000 名の従業員を擁し、オートメーション技術の技術リー

ダーとして、世界的に事業を展開しています。オートメーション技術の分野で、ピ

ルツは安全および制御技術のトータルソリューションサプライヤとしての役割を常

に追求しています。ドイツ本社の他、世界各地に 32 の支社および支店があります。 

センサ、電子監視リレー、モーションコントロール機能を持つオートメーション

ソリューション、安全リレー、プログラマブル制御システムおよびオペレータター

ミナル、監視機器などの製品を生産しています。産業用ネットワーク向けの安全

バスシステム、イーサネットシステムおよび産業用ワイヤレスシステムも取り揃

えています。 

ピルツのソリューションは、包装、自動車、風力発電、輸送およびプレスなど、

機械工業の全領域で利用されています。当社のソリューションは空港での手荷物

処理システムの安全な運用にも貢献している他、劇場の舞台機構のスムーズな移

動、ケーブルカーやジェットコースターの安全な運用にも役立っています。また、

広範なトレーニングコースを含む包括的なサービスも提供しています。安全に関

する助言や技術に関する、幅広い優れたサービスをご利用ください。 

 

報道関係者お問い合わせ先: 

Martin Kurth    Sabine Karrer 

Corporate and Technical Press  Technical Press 

電話: +49 711 3409-158   電話: +49 711 3409-7009 

E メール: m.kurth@pilz.de   E メール:s.skaletz-karrer@pilz.de   
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